
拡大数 残数

勝　立 3 0 3

米生延命 3 0 3

船　津 4 3 1

松　原 2 1 1

白　光 4 0 4

甘　木 3 0 3

歴木Ａ 2 0 2

歴木Ｂ 3 0 3

田　隈 5 3 2

橘 5 0 5

高　田 2 1 1

大　和 3 2 1

瀬　高 2 0 2

山　川 2 0 2

南　関 3 1 2

荒　尾 6 1 5

事業所 9 5 4

合　計 61 17 44
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槙
太
郎
（
し
ん
た
ろ
う
）
く
ん

平
成
29
年
８
月
９
日
生
ま
れ

小
山
田
武
司
さ
ん
（
事
務
所
）

▼
い
つ
か
は
と
思
っ
て

い
た
四
国
霊
場
88
か
所

巡
り
、
徳
島
に
あ
る
１

番
札
所
霊
山
寺
か
ら
の

順
打
ち
（
１
番
か
ら
順

番
に
廻
る
事
）
で
、
徳

島
～
高
知
～
愛
媛
の
59

番
札
所
国
分
寺
ま
で
を
車

で
廻
っ
て
来
ま
し
た
。
８

月
は
お
遍
路
さ
ん
が
一
番

少
な
い
と
き
と
聞
き
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
、
一
人
歩

き
で
廻
っ
て
い
る
若
者
や

ご
婦
人
、
そ
し
て
年
配
者

な
ど
様
々
で
す
。
も
ち
ろ

ん
小
生
み
た
い
に
車
で
廻
っ

て
お
ら
れ
る
夫
婦
、
バ
イ

ク
で
廻
る
若
者
、
バ
ス
で

廻
っ
て
い
る
団
体
な
ど
多

種
多
様
で
す
。
聞
け
ば
複

数
回
目
と
い
う
若
者
・
婦

人
も
。
な
る
ほ
ど
何
か
に

惹
か
れ
る
魅
力
が
あ
る
の

が
判
り
ま
す
。

▼
車
と
い
え
ど
も
駐
車
場

か
ら
霊
場
ま
で
の
１
日
の

歩
き
は
、
街
中
の
８
千
歩

か
ら
山
寺
の
１
万
６
千
歩

で
す
。
毎
日
暑
さ
で
へ
と

へ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、

各
札
所
の
お
寺
の
姿
は
さ

ま
ざ
ま
で
、
宿
坊
も
あ
る

で
っ
か
い
お
寺
も
あ
れ
ば
、

近
所
に
あ
る
お
寺
と
変
わ

ら
な
い
程
の
お
寺
も
、
し

か
し
ど
の
お
寺
も
魅
力
的

で
す
。

▼
け
っ
し
て
信
仰
心
が
あ

る
わ
け
で
な
く
、
何
か
に

迷
っ
て
い
る
わ
け
で
も
な

い
で
す
が
、
幼
稚
園
と
小

学
１
年
生
の
時
、
親
に
連

れ
ら
れ
て
篠
栗
霊
場
廻
り

に
つ
い
て
い
き
、
４
県
に

広
が
る
四
国
霊
場
の
ス
ケ
ー

ル
の
大
き
さ
へ
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
で
、
残
り
の
札
所
は

来
春
で
す
。

８
月
24
日
の
松
原
分
会
、

25
日
に
勝
立
・
船
津
・
甘

木
・
高
田
・
大
和
・
瀬
高

・
南
関
分
会
、
26
日
に
歴

木
Ｂ
分
会
で
分
会
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
他
の

分
会
は
９
月

７
日
ま
で
に

開
催
。
分
会

総
会
は
、
み

ん
な
の
た
め

の
要
求
を
み

ん
な
の
力
で

実
現
す
る
た

め
に
分
会
で

全
組
合
員
に

呼
び
か
け
開

催
し
て
い
ま

す
。総

会
の
中

で
１
年
間
の

み
な
さ
ん
の

運
動
の
経
過

と
「
ア
ス
ベ

ス
ト
裁
判
の
勝
利
判
決
を

か
ち
と
ろ
う
」
「
公
契
約

条
例
を
制
定
さ
せ
よ
う
」

「
平
和
憲
法
を
守
ろ
う
」

「
仲
間
を
増
や
し
強
大
な

福
建
労
を
」
「
沖
縄
県
知

事
選
、
一
斉
地
方
選
挙
、

参
議
院
選
挙
に
勝
利
し
て
、

平
和
と
民
主
主
義
、
暮
ら

し
と
仕
事
を
守
ろ
う
」
を

中
心
に
取
組
方
向
を
確
認
。

ま
た
、
新
年
度
の
班
編

成
や
分
会
で
の
活
動
、
分

会
会
計
報
告
、
班
長
交
代
、

分
会
役
員
や
９
月
９
日

（
日
）
に
開
催
す
る
支
部

定
期
大
会
の
代
議
員
の
選

出
、
支
部
執
行
委
員
の
推

薦
な
ど
が
行
わ
れ
、
分
会

長
か
ら
は
分
会
活
動
へ
の

協
力
を
う
っ
た
え
ま
し
た
。

秋
の
拡
大
準
備
月
間
に

突
入
し
て
い
ま
す
。
８
～

９
月
を
準
備
月
間
。
10
～

11
月
を
本
月
間
と
し
て
各

分
会
で
目
標
を
設
定
し
、

支
部
目
標
の
61
名
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。
準
備
月

間
中
に
早
速
、
船
津
分
会

と
松
原
分
会
、
高
田
分
会
、

大
和
分
会
が
あ
と
一
人
で

目
標
達
成
で
す
。
前
回
ま

で
の
月
間
中
の
訪
問
や
現

場
で
の
声
か
け
が
加
入
に

結
び
つ
い
て
い
ま
す
。

大
牟
田
支
部
で
は
現
在

６
月
末
の
組
合
員
数
が
５

年
連
続
で
最
高
の
峰
を
更

新
し
続
け
て
い
ま
す
。
こ

の
勢
い
で
、
今
年
度
も
増

勢
を
勝
ち
取
り
、
暮
ら
し

と
仕
事
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

小
学
校
夏
休
み
最
後
の

日
曜
日
の
８
月
26
日
に
子

育
て
世
代
企
画
の
バ
ス
ツ

ア
ー
に
行
き
ま
し
た
。
行

先
は
大
分
県
の

ハ
ー
モ
ニ
ー
ラ

ン
ド
。
貸
切
バ

ス
で
40
名
の
参

加
で
す
。

残
暑
の
き
び

し
い
日
曜
で
し

た
が
、
組
合
員

の
仲
間
や
子
供

た
ち
の
楽
し
そ

う
な
声
を
聞
く

と
疲
れ
も
汗
も

ふ
っ
飛
び
ま
し

た
。
長
い
長
い

ウ
ォ
ー
タ
ー
ス

ラ
イ
ダ
ー
を
グ

ル
グ
ル
回
っ
て
ひ
っ
く
り

返
り
そ
う
に
な
っ
た
私
は
、

顔
が
ひ
き
つ
り
ま
し
た
。

年
よ
り
の
冷
や
水
と
は
こ

の
事
か
！

こ
ん
な
に
楽

し
い
バ
ス
ツ
ア
ー
に
参
加

し
な
い
の
は
も
っ
た

い
な
い
で
す
よ
。
次

回
は
、
も
っ
と
多
く

の
仲
間
と
参
加
し
た

い
で
す
。

山
川
分
会
か
ら
参

加
の
田
中
優
さ
ん
親

子
は
、
「
子
供
と
一

緒
に
楽
し
く
過
ご
す

こ
と
が
で
き
て
、
と

て
も
楽
し
か
っ
た
で

す
。
組
合
の
ツ
ア
ー

で
参
加
費
も
安
か
っ

た
の
で
と
て
も
助
か

り
ま
し
た
」
と
感
想
。

行
き
の
バ
ス
の
中

で
は
永
江
組
織
部
長
に
よ

る
ゲ
ー
ム
や
ク
イ
ズ
で
大

盛
り
上
が
り
、
プ
ー
ル
以

外
に
も
色
々
な
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
イ
ベ
ン
ト
と
楽
し

い
時
間
も
あ
っ
と
い
う
間

に
過
ぎ
て
、
と
て
も
楽
し

い
最
後
の
夏
休
み
の
思
い

出
と
な
り
ま
し
た
。
（
田

中
ス
ポ
レ
ク
部
長
・
荒
尾
） 子供たちとプール遊び

楽しさで笑顔に

歴木Ｂの分会総会（平野公民館）
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今
年
６
月
分
の
賃
金
実

態
調
査
で
は
、
４
０
３
人

（
一
人
親
方
・
職
人
２
９

０
人
、
事
業
主
１
０
１
人

不
明
12
人
）
の
仲
間
か
ら

回
答
を
も
ら
い
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
常
用
大
工

で
、
１
万
４
５
４
９
円
で
、

昨
年
か
ら
１
９
５
円
の
減

で
す
。
手
間
請
け
で
は
１

万
６
２
６
７
円
、
月
給
者

含
め
た
総
平
均
は
１
万
４

８
６
１
円
（
７
４
７
円
減
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

全
職
種
平
均
で
は
、
常
用

者
１
万
３
４
６
３
円
で
昨

年
よ
り
１
２
０
円
の
増
で

す
。
手
間
請
１
万
５
７
９

８
円
で
昨
年
よ
り
２
３
３

円
増
、
月
給
制
平
均
は
26

万
３
５
４
２
円
で
前
年
よ

り
３
万
６
２
３
９
円
増
、

全
職
種
の
総
平
均
は
１
万

３
８
２
８
円
、
前
年
よ
り

１
０
９
円
増
で
し
た
。
年

収
は
３
２
７
万
４
千
円
で

前
年
よ
り
16
万
円
の
減
。

全
職
種
で
み
れ
ば
、
平

均
就
労
日
数
は
昨
年
の
21

・
４
日
か
ら
20
・
１
日
に

若
干
の
減
で
す
。
１
日
の

労
働
時
間
は
８
・
２
時
間

と
前
年
と
変
わ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
ま
た

生
活
面
か
ら
み

た
希
望
す
る
日

当
は
平
均
１
万
７
９
４
２

円
（
昨
年
１
万
８
０
３
７

円
）
で
す
。
昨
年
と
比
べ

て
日
当
が
上
が
っ
た
９
・

６
％
（
昨
年
12
・
９
％
）
、

４
％
（
昨
年
５
・
５
％
）

の
人
が
下
が
っ
た
。

事
業
主
で
は
単
価
が
上

が
っ
た
人
は
６
・
１
％

（
昨
年
６
・
７
％
）
で
、

下
が
っ
た
人
は
８
・
１
％

（
昨
年
10
・
６
％
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。

他
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
モ

ニ
タ
ー
制
の
家
計
簿
調
査

と
合
せ
て
、
新
年
度
の
国

や
県
、
自
治
体
交
渉
の
重

要
な
資
料
と
し
て
活
用
し

て
い
ま
す
。

公
共
工
事
の
設
計
労
務

単
価
の
基
礎
に
な
る
２
省

協
定
賃
金
は
、
２
０
１
３

年
４
月
に
全
職
種
平
均
16

・
１
％
、
２
０
０
０
円
の

引
上
げ
が
行
わ
れ
て
以
来

６
年
連
続
で
、
今
年
も
３

月
に
年
度
を
先
取
り
し
て

実
施
さ
れ
、
12
年
度
に
比

べ
る
と
43
・
３
％
上
昇
し

ま
し
た
。
福
岡
県
で
の
単

純
平
均
で
７
２
８
３
円
の

増
の
２
万
２
６
５
１
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
賃
金
の
低
下
と

労
働
条
件
の
悪
化
で
若
年

労
働
者
の
入
職
減
少
が
続

い
て
、
労
働
者
・
技
能
者

不
足
が
顕
在
化
し
て
き
た

と
し
て
国
交
省
は
引
上
げ

ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の

私
た
ち
の
運
動
の
結
果
で

あ
り
成
果
と
い
え
ま
す
。

し
か
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
か
ら
も
わ
か
る
よ

う
に
、
単
価
や
賃
金
の
引

上
げ
は
ま
だ
履
行
さ
れ
て

い
な
い
の
が
実
態
で
す
。

こ
の
引
上
げ
を
現
場
で
完

全
実
施
さ
せ
る
た
め
、
公

契
約
条
例
の
制
定
な
ど
の

取
り
組
み
が
重
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。
09
年
に
千
葉

県
野
田
市
が
全
国
で
初
め

て
制
定
さ
れ
、
今
年
度
は

九
州
で
は
沖
縄
も
制
定
さ

れ
る
な
ど
制
定
自
治
体
も

増
え
て
き
て
い
ま
す
。

社
会
保
険
未
加
入
問
題

で
は
、
現
場
に
お
い
て
社

会
保
険
へ
の
加
入
の
有
無

だ
け
が
先
行
し
て
、
加
入

の
指
導
が
強
行

さ
れ
て
お
り
、

法
定
福
利
費
の

経
費
が
で
な
い

零
細
業
者
に
と
っ

て
は
死
活
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
事
業
者
に
は
法

定
福
利
費
を
確
保
（
労
務

費
の
41
％
）
す
る
た
め
の

「
標
準
見
積
書
」
の
運
用

を
開
始
し
ま
し
た
が
、
専

門
工
事
業
者
か
ら
「
標
準

見
積
書
」
を
提
出
し
た
の

は
２
０
１
４
年
度
比
で
58

・
９
％
と
大
幅
上
昇
（
建

専
連
調
査
）
。
し
か
し
、

実
態
は
１
次
下
請
け
ま
で

は
単
価
の
引
上
げ
等
は
履

行
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
２

次
以
下
で
は
ほ
と
ん
ど
履

行
さ
れ
て
い
な
い
の
が
実

態
で
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
で
も
、

現
場
に
よ
っ
て
は
福
利
厚

生
費
を
払
っ
て
く
れ
る
と

こ
ろ
も
中
に
は
あ
る
が
、

も
っ
と
下
回
る
と
こ
ろ
や

全
く
も
ら
え
な
い
現
場
も

多
い
。
請
求
し
て
も
そ
の

分
値
引
き
さ
れ
る
な
ど
の

回
答
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

今
回
の
設
計
労
務
単
価

の
引
上
げ
に
は
社
会
保
険

適
用
時
の
労
働
者
の
負
担

分
も
加
味
さ
れ
て
お
り
、

国
交
省
が
指
導
す
る
法
定

福
利
費
の
労
務
費
単
価
41

％
を
上
乗
せ
す
る
よ
う
に
、

元
請
に
対
し
て
工
事
単
価

の
引
上
げ
を
実
施
さ
せ
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
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９

月

の

行

事

予

定

５
日
（
水
）
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
街
宣

大
牟
田
駅
前

９
日
（
日
）
第
53
回
支
部
定
期
大
会

組
合
事
務
所

11
日
（
火
）
本
部
４
役
会
議

県
本
部
会
館

18
日
（
火
）
本
部
執
行
委
員
会

県
本
部
会
館

18
日
（
火
）
支
部
３
役
会
議

組
合
事
務
所

19
日
（
水
）
総
が
か
り
宣
伝
行
動

大
牟
田
駅
前

20
日
（
木
）
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
大
阪
高
裁
連
帯
集
会

博
多
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

21
日
（
金
）
支
部
執
行
委
員
会

組
合
事
務
所

25
日
（
火
）
本
部
５
役
会
議

県
本
部
会
館

25
日
（
火
）
社
保
協
宣
伝
行
動

ゆ
め
タ
ウ
ン

25
日
（
火
）
社
保
協
幹
事
会

社
保
協

26
日
（
水
）
街
角
ウ
ォ
ッ
チ
集
い

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

26
日
（
水
）
街
角
ウ
ォ
ッ
チ
集
い

駛
馬
公
民
館

27
日
（
木
）
パ
ソ
コ
ン
会
計

組
合
事
務
所

28
日
（
金
）
役
員
・
班
長
合
同
会
議

組
合
事
務
所

30
日
（
日
）
第
64
年
度
幹
部
学
校

レ
ス
ポ
ア
ー
ル
久
山

１
日
（
月
）
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
地
裁
第
２
陣

福
岡
地
裁

２
日
（
火
）
早
朝
宣
伝
行
動

橘
交
差
点

２
日
（
火
）
支
部
執
行
委
員
会

組
合
事
務
所

３
日
（
水
）
街
角
ウ
ォ
ッ
チ
集
い

白
銀
な
ご
み

３
日
（
水
）
じ
ん
肺
ア
ス
ベ
ス
ト
キ
ャ
ラ
バ
ン

市
・
監
督
署

３
日
（
水
）

〃

集
結
集
会

組
合
事
務
所

10

月

の

行

事

予

定

毎
月
の
収
支
計
算
を
実
際
に
会
計
ソ
フ
ト
に
入
力
し

な
が
ら
の
パ
ソ
コ
ン
会
計
教
室
で
す
。
９
月
は
27
日

（
木
）
の
午
後
１
時
か
ら
で
す
。

８
月
５
日
（
日
）
に
、

大
牟
田
ゆ
め
タ
ウ
ン
前
で
、

ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
を
も
っ

と
多
く
の
方
に
知
っ
て
も

ら
う
た
め
、
定
例
の
宣
伝

行
動
を
10
名
の
参
加
で
行

い
ま
し
た
。
世
論
が
拡
が

れ
ば
、
早
期
の
政
治
解
決

に
も
近
づ
き
ま
す
。

日
差
し
が
大
変
厳
し
い

中
で
し
た
が
、
青
年
部
の

石
本
さ
ん
も
参
加
し
て
呼

び
か
け
、
多
く
の
方
が
足

を
止
め
て
署
名
に
協
力
を

し
ま
し
た
。
「
早
く
こ
の

問
題
が
解
決
す
る
と
い
い

ね
」
な
ど
励
ま
し
の
声
を

か
け
て
も
ら
う
こ
と
も
多

く
、
確
実
に
ア
ス
ベ
ス
ト

に
対
す
る
世
論
は
広
が
っ

て
い
ま
す
。

ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
は
、

第
２
陣
提
訴
ま
で
進
ん
で

お
り
、
解
決
に
向
か
っ
て

前
進
さ
せ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
国
は
自
ら
の
責
任

が
判
明
し
て
い
る
の
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
補
償
基
金

の
設
立
に
消
極
的
で
す
。

国
の
姿
勢
を
変
え
る
た

め
に
も
、
署
名
や
宣
伝
行

動
が
ま
だ
ま
だ
必
要
で
す
。

毎
月
５
日
に
、
宣
伝
行

動
を
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、

多
く
の
方
の

参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま

す
。９

月
の
宣

伝
行
動
は
、
大
牟
田
駅
前

で
５
日
の
12
時
か
ら
30
分

間
で
す
。

九
州
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト

訴
訟
も
年
内
か
年
明
け
早
々

に
結
審
と
い
う
流
れ
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
み
な
さ

ん
が
多
く
の
方
に
ひ
ろ
め

た
署
名
も
10
月
１
日
の
２

陣
期
日
の
日
に
福
岡
裁
判

所
へ
提
出
す
る
こ
と
が
決

ま
り
ま
し
た
。
あ
と
ひ
と

月
で
す
が
、
一
筆
で
も
多

く
の
声
を
裁
判
所
に
届
け

た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
だ

提
出
し
て
い
な
い
人
や
出

し
忘
れ
が
あ
る
人
は
、
早

め
に
分
会
か
組
合
へ
提
出

を
お
願
い
し
ま
す
。

多
く
の
署
名
を
届
け
て
、

国
民
の
関
心
が
髙
い
こ
と

を
裁
判
長
に
わ
か
っ
て
も

ら
い
、
前
進
し
た
判
決
を

書
か
せ
ま
し
ょ
う
。
宜
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

署名の協力うったえる青年部の石本さん

８
月
９
日
、
原
水
爆
禁

止
世
界
大
会
ナ
ガ
サ
キ
デ
ー

集
会
が
長
崎
市

民
体
育
館
で
開

催
さ
れ
、
１
５

０
０
人
が
集
ま

り
、
福
建
労
か

ら
は
２
人
の
参

加
で
し
た
。

集
会
は
翁
長

沖
縄
知
事
の
逝

去
を
悼
む
言
葉

か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。
グ
ア
ム

代
表
シ
ャ
ボ
ン

さ
ん
は
第
二
次
世
界
大
戦

中
、
日
本
軍
に
占
領
さ
れ
、

暴
力
を
受
け
た
祖
父

母
た
ち
が
見
て
き
た

体
験
を
聞
い
て
、

「
戦
争
は
人
間
性
を

奪
い
人
を
殺
し
殺
さ

せ
る
。
基
地
は
そ
の

た
め
の
も
の
だ
」
と

発
言
さ
れ
ま
し
た
。

他
に
も
、
海
外
代
表

の
発
言
や
、
日
本
の

高
校
生
平
和
大
使
の

発
言
で
は
、
原
爆
の

恐
ろ
し
さ
を
体
験
し

た
被
爆
者
が
ど
ん
ど

ん
い
な
く
な
っ
て
し

ま
う
が
、
自
分
た
ち

が
し
っ
か
り
と
そ
の

思
い
を
引
き
継
い
で

い
く
と
い
う
未
来
あ

る
若
者
達
の
力
強
い

言
葉
は
、
心
打
つ
も

の
で
し
た
。
被
爆
国

の
政
府
と
し
て
あ
る

ま
じ
き
姿
勢
を
取
り

続
け
る
安
倍
政
権
を

終
わ
ら
せ
る
た
め
の
、

市
民
と
野
党
の
共
闘

の
更
な
る
発
展
が
必

要
だ
と
再
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

高校生が１万筆の署名を集める

８月31日には、建設アスベスト大阪高裁

（京都ルート）の判決が言い渡され、福岡で

も博多バスターミナルで連帯集会が開かれま

した。続いて建設アスベスト大阪高裁（大阪

ルート）の判決が９月20日に言い渡されるた

め、同様の連帯集会を福岡でも開催します。

九州での地裁２陣の期日が10月１日（月）、

高裁１陣の期日が10月22日（月）に開かれま

す。アスベスト闘争もいよいよ大詰めを迎え

ています。全国の仲間と団結して早期解決に

結び付けましょう。

８
月
７
日
、
福
建
労
会

館
３
階
で
大
牟
田
市
社
会

保
障
推
進
協
議
会
の
第
20

回
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
、

所
属
団
体
か
ら
28
名
の
参

加
で
し
た
。
運
動
の
総
括

で

は

、

毎

月

定

例

の

25

日
宣
伝

行
動
や
様
々

な
社
会
保
障
改
悪
に
対
す

る
反
対
運
動
。
街
角
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
へ
の
参
加
や
九
州

建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
、

築
炉
じ
ん
肺
訴
訟
、
さ
よ

な
ら
原
発
集
会
、
朝
倉
支

援
活
動
な
ど
に
取
り
組
ん

で
き
た
事
が
報
告
さ
れ
、

国
か
ら
の
社
会
保
障
の
大

改
悪
に
は
、
地
域
か
ら
の

た
た
か
い
が
重
要
と
な
っ

て
い
る
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。
福
建
労
か
ら
は
、

九
州
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴

訟
へ
の
ひ
き
続
き
の
協
力

を
う
っ
た
え
ま
し
た
。



【
浦

清
美

橘
】

毎
日
本
当
に
暑
い
で
す
。

今
年
は
墓
参
り
を
し
て
、

家
で
主
人
と
二
人
ゆ
っ
く

り
過
ご
し
ま
し
た
。
日
頃

熱
い
中
を
働
い
て
く
れ
て

る
主
人
に
身
体
を
休
め
て

も
ら
え
て
よ
か
っ
た
で
す
。

【
野
田

千
代
子

山
川
】

夏
休
み
に
な
り
孫
と
遊

ん
で
過
ご
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
と
て
も
暑
い
の
で

熱
中
症
に
な
ら
な
い
よ
う

に
注
意
し
て
い
ま
す
。
台

風
も
こ
な
く
て
ホ
ッ
ト
し

て
い
ま
す
。

２０１８年 ９月１日 あ し ば 第５４８号 （４）

７
つ
の
ま
ち
が
い
答
え
と
近
況
を
募
集
。
抽
選
で
５
名

様
に
粗
品
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
応
募
は
、
組
合
事
務
所
ま
で
。

９
月
20
日
（
木
）
は
、
建
設
ア
ス
ベ

ス
ト
大
阪
高
裁
・
大
阪
ル
ー
ト
判
決
日

の
連
帯
集
会
。
10
月
１
日
（
月
）
は
、

九
州
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
第
２
陣
福
岡
地
裁
裁
判
支
援
に
参
加
の
た

め
、
事
務
所
を
閉
め
て
い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

全
建
総
連
と
全
国
工
務

店
協
会
が
構
成
員
の
全
木

協
（
全
国
木
造
建
設
事
業

協
会
）
が
６
月
５
日
に
福

岡
県
と
災
害
協
定
を
結
ん

だ
こ
と
に
よ
り
、
福
岡
県

の
災
害
復
旧
施
策
と
し
て

仮
設
住
宅
を
進
め
る
時
に
、

全
木
協
が
木
造
仮
設
住
宅

の
建
設
に
た
ず
さ
わ
り
供

給
す
る
事
と
な
り
ま
し
た
。
。

今
回
の
協
定
締
結
に
よ

り
、
全
木
協
に
参
加
す
る

全
建
総
連
傘
下
組
合
の
組

合
員
（
福
建
労
）
に
つ
い

て
経
営
事
項
審
査
（
経
審
）

で
加
点
が
受
け
ら
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

基
準
日
２
０
１
８
年
６

月
末
の
経
審
受
審
者
か
ら

加
点
対
象
と
な
り
ま
す
。

10月より新しい分会役員体制となります。分会役員

や班長さんの役割、組合共済の手続き方法など、新分

会役員の皆さんにお集りいただき、全体で学習します。

そのあと、各分会にわかれて、班長会議の日程や組合

費の上納方法などについて話し合います。

お忙しいなかかと思いますが、重要な会議ですので、

分会新役員と新班長のみなさんは、必ずご参加いただ

きますようお願いします。

10
月
14
日
（
日
）
に
地

元
で
の
仕
事
お
こ
し
に
む

け
て
、
福
建
労
の
全
支
部

で
一
斉
に
チ
ラ
シ
の
各
戸

配
布
を
行
い
ま
す
。

地
元
に
は
様
々
な
職
種

の
工
務
店
や
職
人
さ
ん
が

い
る
の
で
、
建
設
に
関
す

る
こ
と
な
ら
何
で
も
福
建

労
の
組
合
員
に
お
ま
か
せ

く
だ
さ
い
と
い
う
仕
事
お

こ
し
と
、
ま
だ
組
合
に
加

入
し
て
い
な
い
仲
間
へ
の

宣
伝
に
な
っ
て
い
ま
す
。

後
日
、
ビ
ラ
を
見
て
仕

事
の
依
頼
も
き
た
り
し
ま

す
。
地
域
の
み
な
さ
ん
に

私
た
ち
を
知
っ
て
も
ら
う

た
め
に
も
み
ん
な
で
参
加

し
て
成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

集
合
場
所
と
時
間
は
各
分

会
よ
り
連
絡
が
あ
り
ま
す
。

８
月
25
日
（
土
）
労
働

福
祉
会
館
で
「
安
全
安
心

の
市
民
生
活
を
め
ざ
し
て
」

と
題
し
て
街
角
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
学
習
会
を
開
催
し
、

大
牟
田
市
役
所
の
防
災
対

策
課
も
参
加
し
て
、
全
体

で
33
名
で
し
た
。

毎
年
、
街
角
を
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
す
る
に
あ
た
り
自

分
た
ち
の
町
の
災
害
状
況

や
防
災
に
つ
い
て
も
考
え

よ
う
と
開
催
し
て
い
ま
す
。

防
災
対
策
課
か
ら
は
、

「
大
牟
田
で
の
災
害
の
可

能
性
と
対
策
、
災
害
時
の

市
民
の
行
動
」
と
「
ブ
ロ
ッ

ク
塀
の
安
全
性
」
に
つ
い

て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

懇
談
の
中
で
、
通
学
路

な
ど
で
改
修
等
が
必
要
な

ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
は
補
助
金

が
で
る
よ
う
な
仕
組
み
も

要
望
も
し
ま
し
た
。

そ
の
他
、
警
報
が
で
て

も
な
か
な
か
避
難
し
な
い

実
態
や
実
際
に
被
害
が
出

た
時
の
状
況
な
ど
を
公
開

し
て
ほ
し
い
な
ど
意
見
が

で
ま
し
た
。

学
習
会
で
学
ん
だ
こ
と

を
元
に
、
今
年
も
４
つ
の

地
域
で
見
回
り
ま
す
。
そ

の
前
段
で
、
地
域
か
ら
危

険
個
所
や
改
善
点
を
出
し

合
う
集
い
が
開
か
れ
ま
す
。

【先月の答】①ビーチマットの長さ ②左端のカニの

位置 ③右端の人の帽子 ④スイカ割りをしている人

の目隠しの端 ⑤真ん中のスイカの模様 ⑥飛んでい

る海鳥の数 ⑦左から２番目の子の食べている物

①高取地域
9月26日(水)14：00～
米の山ふれあいセンター

②沖田・神田地域
9月26日(水)18：30～
駛馬地区公民館

③橘地域
10月3日(水)14：00～
地域交流施設 和(なごみ)

④三川・早米来地域
10月11日(木)14：00～
地域交流施設 あゆみ


